
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童が主体的に学び、互
いの考えを大切にできる授
業づくり

○「授業中、自分の考えを伝え
ることができた」に肯定的回答
をする児童80％以上

・算数科の校内研究に取り組み、理
論研修及び教材研究、全体授業
研、授業研究会を通して授業改善、
話合い活動の充実を図る。 B

・全体授業研、グループ研を通して、話合い活動についての共通実践を
行うことができた。「授業中、自分の考えを伝えることができた」について
は肯定的回答をする児童74％であり伸びは見られなかったが、学習の
見通しや話合い活動の焦点化など、児童の考えを比較したり考えを深
めたりする手立てを講じてきたことで、「友達の考えを聞いて自分や友達
の考えのよさに気付いた」について肯定的回答をする児童88％という結
果であった。

B

・授業を参観して児童が落ちついて学習に取り組んでいる様子が分かっ
た。グループでの学習でも打ち解けて、良い雰囲気で活動ができていた。
どの学級でもタブレットを活用した授業が進み、児童の習得する力に驚い
た。低学年も自由に自身の意志でタブレット端末操作できることが素晴らし
い。子どもたちが非常に関心を持って学習に取り組んでいることが電子黒
板に映しだされた内容から読み取れた。児童が発表した後が担任の出番
であり、全体にしっかり押さえる時間があるとなおすばらしい。電子黒板＋
板書で相乗効果があると思うので、工夫を継続してほしい。

学力向上CO
まなび部

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや
社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付
ける教育活動

○自他を尊重することに関する
アンケートにおいて、肯定的な
回答をする児童８０％以上。

・児童会の取組を核にした人権週
間や道徳教育実践及び振り返りの
実施。
・道徳教育の授業づくりに関する校
内研修等の実施（夏季休業中）。
・自己肯定感を高める命の授業等
の実施。

B

・「思いやりのぽかぽか言葉を使っています」に肯定的回答の
児童は85％で中間評価よりは減少していた。生活目標で「さ
ん付けをする」という目標に全校で取り組んだ。
・６年生児童対象に、スクールカウンセラーによるストレスマ
ネジメントに関する授業を実施した。
・12月には人権集会を行い、劇や歌、各学級の宣言を通して
友達関係について考える機会になった。

B

・地域の人権委員を活用した授業や人権週間、児童委員会による人権集
会などは、児童に改めて人権について考えさせるよい取組みだと思う。
・児童から進んで挨拶してくれるのはとても嬉しい。9時頃登校している子ど
もを見ることがあり、気になっている。良い方に向かうよう地域の方の協力
をいただきながら挨拶と共に気になる子の見守りも頑張っていきたい。
・地域の公民館職員間でも「子どもから言葉を引き出す声かけをしていこ
う」と話している。

道徳教育推進教員
人権・同和教育担当
こころ部

●いじめの早期発見、早期
対応に向けた取組の充実

○いじめについて組織的対応
ができていると回答した教員が
80％以上。

・「こころのアンケート」及び「Q-U」
アンケートへの取組
・いじめ対応及び「Q-U」アンケート
の結果分析の研修の実施。

A

・「いじめ防止に向けて組織的対応を適切にしている」に肯定
的回答をする教員は100%であった。また、学校としてのいじ
め防止に向けた児童理解や、いじめの早期発見、早期対応
の取組みについて肯定的回答をした保護者は96％であった。

A

・学校はいじめ防止や早期発見、そして組織的対応に十分努めてい
ると思う。いじめアンケート実施後に児童にしっかり聞き取りを行って
いること、指導と保護者への説明、その後の経過、認知した事案を
市教育委員会に全て報告していることを資料として残していることが
よい。そして、その取組みを継続していただきたい。

こころ部

●児童生徒が夢や目標を持
ち、その実現に向けて意欲
的に取り組もうとするための
教育活動。

●「先生はあなたのよいところ
を認めてくれていると思う」と回
答した児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持ってい
る」について肯定的な回答をし
た児童生徒85％以上

・学級活動等で自他のよいところを
認め合う活動の定期的に設定す
る。
・キャリア教育につながる体験活動
では、児童に活動の見通しをもた
せ、学びの自己評価をさせる。

A

・「先生はあなたのよいところをほめていると思う」と肯定的回答した児童
は90％であった。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的回答をした児童は
85％、学校のキャリア教育に関する活動について肯定的回答をした保
護者は86％であった。11月には5・6年生児童対象に地域人財からワー
クショップ形式で学ぶ「はたらく人プロジェクト」や佐賀大学生による「中
学生活に向けて」話してもらう時間を設けた。高学年を対象とした活動が
多かったが、児童の今後のキャリアの選択肢を増やすことはできた。

A

・キャリア教育については、多くの職業の方の話を聞く機会を設定さ
れており、子どもたちにとってとても有意義な活動であると感心して
いる。今後も子どもたちの将来の職業選択に結びつく機会を継続し
てほしい。

こころ部

❷「望ましい生活習慣の形
成」

②睡眠時間８時間以上・朝食喫
食率80%以上の児童回答を目
指す。

・メディアに触れる時間のアンケート
を取り、その結果を保護者に発信
し、時間を減らす意識を高める。
・起床・就寝時間や朝食喫食状況を
記録し、生活習慣を分析できる生活
リズムチェックの取組を実施する。

A

・保健や学級活動の時間に心と体の健康を保持する睡眠時
間の重要性を指導したが、11月調査でも「8時間以上寝る時
間をとるようにしています」に肯定的回答は75%であった。特
に高学年では、ゲームやYouTube視聴時間が平日2時間以
上の児童が38%以上である結果から、生活時間を記録させた
り、「メディアを考えるデー」の取組を工夫したりして家庭との
連携を継続していく必要がある。

A

・「メディアを考えるデー」の取組や保護者アンケートの結果をコミュ
ニティースクール通信で啓発することは、他の家庭の取組が分かっ
てとても良いと思う。早寝早起きなどの生活リズムを整えるのは小学
校段階で重要だと思う。家庭との連携を継続していただきたい。 教頭、各部主任

○体力向上・運動習慣作り ○全校的にスポーツに親しむ
活動を設定することで、授業時
間のみならず自主的な運動に
取り組む雰囲気をつくる。

・マラソン週間や縄跳び大会、ス
ポーツチャレンジを設定し、委員会
発表や校内表彰をすることで活動
意欲を高める。

A

・マラソン週間や縄跳び大会では、個人や学級の目標を設定
し、意欲的に運動に取り組む児童が増えた。
・対外スポーツ行事である市内駅伝大会へ自主的に参加す
る児童も増え、今年度は男女合わせて２チームの参加ができ
た。

A

・コロナ禍や温暖化等で子ども達が外で遊ぶ機会が奪われてきたせいか
外で遊ぶ子を見かけなくなってきている。遊ぶ場所がないこともあるが、放
課後に外遊びをする経験が減ってきている現状の中で、学校でスポーツ
チャレンジなど子どもが目標を持って運動に親しむ活動に取り組んでいる
ことは良いことだと思う。子どもの体力向上や運動能力向上のために今後
も継続して取り組んでいただきたい。

からだ部

●業務効率化の推進と時間
外在校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時
間外在校等時間の上限を遵守
する。

・金曜日を定時退勤日として設定し、メ
リハリのある業務を推進する。
・業務記録票をもとに振り返る場を設
定し、勤務の在り方の改善を行う。 A

・各種アンケートのオンライン配信でペーパーレス化すること
で、印刷・配布・回収・集計にかかる時間を削減することがで
きた。
・業務記録簿を職員各自振り返り、効率的な業務遂行に努め
た結果、時間外在校等時間が45時間以上の職員数が1学期
より減少した。

A

・教材共有やペーバーレス化の推進など業務効率化を目指して努力
していると思う。
・学校からの情報が「はなまるアプリ」から届くのは便利であり、地域
住民として学校の状況が分かってありがたい。

教頭、各部主任

○校務の整理や行事の精選
に取り組み、業務の効率化
を推進する。

○各学年で作成したワークシー
トなどの共有化を行う。
○「業務の効率化が図られた」
と回答する職員80％以上。

・各部長のリーダーシップのもと、各部
提案文書の共有化を引き続き推進す
る。
・若手育成の観点から、各学年で作成
したワークシート等を校務用に保存し
て教育的財産を共有する。

A

・毎週水曜日の連絡会や職員会議での資料はPC上でぺー
パーレス化で実施が定着し、会議後の資料修正や後日確認
も容易となった。各行事反省もPC上資料に共同編集していく
ことで来年度資料へ反映させやすくなった。
・「教材や各部提案文書の共有化を推進し、金曜日の定時退
勤日を意識して業務の効率化を図っている」に肯定的回答を
する教員は97％であり、中間結果より9％高まった。

A

・業務量が多い中、働き方改革に向けて連携して工夫されている。
先生方が心身ともに健康で働ける環境づくりが大切だと思う。
・タブレット活用の授業準備等先生方の負担になっていないか。教員
不足と言われている中、先生方は頑張っておられると思う。連携して
若い先生がしっかり学ぶことで、子どもが学校で安心して生活できる
こと、学力の向上につながっていけばよいと思う。。

教頭

●特別支援教育
の充実

○研修会やグループ授業研を効
果的に活用した、個に応じた指
導・支援の手立ての充実

○「特別支援教育に関する専
門性が向上した」と回答する教
員が80％以上。

・特別支援教育に関する職員研修会
を実施する。
・個別の支援に係るケース会議の開
催、エリアリーダーの活用、連携機関
による効果的支援の共有を図る。

A

・巡回相談を活用したり，療育施設や行政機関の職員を交え
ての支援会議を複数回開催したりして特別な支援が必要な
児童への支援の在り方について改善を図ってきた。「特別支
援教育への専門性向上を図っている」に肯定的回答の教員
は100％であった。

A

・教員相互の授業参観、研究会で情報交換をして専門性を高める努
力をされていることはありがたい。引き続き、児童への教育に力を発
揮していただきたい。 特別支援教育C０

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ふるさとの自然
環境・伝統文化へ
の体験活動の充
実

○地域の「ひと・もの・こと」を活
用した体験活動の充実

○「唐津のよいところを話すこと
ができる」に肯定的回答をする
児童が80％以上

・地域人材を活用し、地域の自然環
境の豊かさや伝統文化の良さを実
感する体験活動を各学年で年間3
回以上実施する。 A

・「地域の人・もの・こと」を生かした体験活動を2学期も各学年2回以上
は実施した。唐津くんちの曳山の迫力を絵画で表現したり、学んだことを
他学年に発表したり、文章にまとめて掲示したりと学びの発信を工夫し
た。「唐津のよいところを話すことができます」に肯定的回答の児童は
88％、「学校は、唐津の人・もの・ことを活用し唐津の自然環境や伝統文
化への体験活動を充実させている。」に肯定的回答の保護者は97％で
あった。

A

・「地域の人・もの・こと」を生かした体験活動によく取り組まれている
と思う。外部講師や学校外教育などの体験学習を通して子どもは唐
津の良さを知っていくと思う。今後もぜひ継続していっていただきた
い。

教頭　教務

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職
員の働き方改革
の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

学校名 唐津市立大志小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・最終評価では中間評価から向上した項目が3項目あった。中間評価を結果から具体的取組のPDCAサイクルを回し、改善を重ねてきた成果と考える。来年度も適宜見直しと修正をしながら教育活動の充実に努めていきたい。
・項目①「学力向上」に関しては来年度も算数科と特別支援教育の2本立てで校内研修に取り組み、学習の見通しや話合い活動の焦点化など、児童の考えを比較したり考えを深めたりする手立てを講じて授業改善に取り組んでいく。項目④「人権学習への実践、思いや
りのある言葉遣い」、項目⑤「いじめへの対応」については、日常の取組（児童の名前のさんづけ、乱暴な言葉遣いへのその都度の指導等）を発信し、いじめと思われる事案等への対応報告をより細やかにするなどを継続していく必要がある。
・地域の「ひと・もの・こと」を活用した体験活動の充実は保護者や学校運営協議会委員から高い評価を得ている。今後も地域人材の活用を積極的に進め、児童の学びを深め、支援の改善を図っていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・最終評価では中間評価から向上した項目が４項目あった。中間評価を活かして具体的取組のPDCAサイクルを回し、改善を重ねてきた成果と考える。来年度も適宜見直しと修正をしながら教育活動の充実に努めていきたい。

・項目①「学力向上」に関しては来年度も算数科の校内研修に取り組み、「スキルタイム」の継続による基礎基本の定着と記述力の向上を目指して授業改善を推進していく。項目④「人権学習への実践、思いやりのある言葉遣い」、項目⑤「いじめへの対応」については、日常の取組（児童の名前のさんづけ、乱暴な

言葉遣いへのその都度の指導等）の学級通信でのPRやいじめと思われる事案等への対応報告をより細やかにするなどを継続していく必要がある。

・各学年の授業や「働く人プロジェクト」、福祉体験、教育講演会、教育相談・特別支援教育等地域人材やSC及びSSW等専門人材を活用した教育活動を多く設定することで、児童の学びを深め、支援の改善を図ることができた。来年度も外部人材の力もお借りしながら、児童が意欲的に取り組むことができる教育活

動の充実及び児童理解に努めていきたい。

２　学校教育目標
全員力で伸びる学校　「ふるさとを愛し、自ら学び、心豊かに、たくましく生き抜く児童の育成」

　『た』くましい体　『い』たわりの心　『し』っかり勉強

３　本年度の重点目標

①学力向上　　　　効果的で必然性のある話し合い活動と個々の考えが大切にされる環境づくり

②充実した生活　　自己肯定感を育む教育活動と体力向上・運動習慣作りの推進

③地域連携　　　　地域の「ひと・こと・もの」を活かした学びを通して地域の良さを実感し、守り、発展させる取り組みとキャリア教育の充実


